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は じ め に

大阪府南部に位置する貝塚市は、面積43.96㎞1、市域は東西に細長 く、南部の山間部は和歌山県に接 し、

北部は大阪湾に面 しています。北東部は津田川を挟んで岸和 田市、南西部は見出川を挟んで泉佐野市、

熊取町に接 しています。海浜部の埋め立てや道路建設、住宅開発など都市化がすすむ一方、山間部には

和泉葛城山など豊かな自然が残されています。

麻生中下代遺跡は、本市の内陸部にあたる貝塚市麻生中、半田に広がる遣跡です。本遺跡の東部を熊

野詣で賑わった熊野街道(小 栗街道)が 通っています。本市域における熊野街道沿いには、熊野九十九

王子のうちの3つ があり、そのうち貝塚市半田には麻生川王子が設けられていました。また、半田一里

塚が所在 してお り、大阪府内に唯一現存する一里塚です。

昭和初期に貝塚市半田南部の耕地か ら多数の瓦が表採されたことにより、半田地域に古代寺院が存在

する可能性が高 くな り、 この古代寺院は秦廃寺と推定されています。表採された鬼瓦、軒丸瓦は、貝塚

市の文化財 として指定 しています。

麻生中下代遺跡では、発掘調査において弥生時代から中世に至る数多 くの遺構、遺物がその成果とし

て報告されています。

これらの成果 は、本市ならびに周辺地域の歴史を明 らかにするうえでまことに有意義なことと考えて

います。

本書の刊行が、皆様の文化財に対するご理解を深めていただ くとともに、文化財の保護 ・保存 ・研究

の一助 となれば幸いに存 じます。

なお、調査並びに本書作成にあた り、関係各位に多大なご協力を頂き、ここに深 く感謝の意を表わし

ますとともに、今後とも本市における文化財保護行政に対する、一層のご理解 とご支援をお願いいた し

ます。

平成16年10月31日

貝塚市教育委員会

教育長 山本太三郎



例 目

1.本 書は、フジ住宅株式会社の依頼により、大阪府貝塚市半田675-3他27筆 に所在する麻生中下代遺跡にお

いて実施 した宅地造成 に伴う事前発掘調査の概要報告である。

2.調 査は、確認調査 を平成15年3月24日 か ら平成15年4月4日 、本格的発掘調査を平成15年6月9日 から平成
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3.調 査にあたっては、フジ住宅株式会社 より多大なご理解 とご協力を得た。記して感謝の意を表す。

4.発 掘調査 は、貝塚市教育委員会社会教育課、木嶋崇晴が担当した。
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岡本恵子、畑中道子、元谷武史
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6.遺 物写真撮影は、木嶋崇晴が行った。

7.出 土遺物、調査記録 は、貝塚市教育委員会において保管 している。

8.本 書作成にあたっては、亀島重則氏、藤澤眞依氏 のご教示 を賜 わった。記して感謝の意を表 します。

凡 例
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2.本 書の土色表示は、農林水産省水産技術会議事務局監修 『新版 標準土色帳』1990年 度版を用いた。
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第1章 調査 に至る経過

フジ住宅株式会社 より平成14年1月 に埋蔵文化財発掘調査届出書が提出された。当該地は、周知の遺跡である

麻生中下代遺跡の範囲にあたり集落跡の存在が予想された。

本遺跡においては、大阪府教育委員会による平成8年 度と平成12年 度において府営半田住宅の改築工事に伴 う

発掘調査により弥生時代～中世の遺構 を検出している。

平成8年 度の調査、平成12年 度の調査 においては、弥生時代の竪穴住居跡、飛鳥時代、奈良時代の竪穴住居跡、

掘立柱建物跡等の遺構が検出されている。

これらの調査事例により遺跡の範囲が広がることが想定で き、今回の開発地についても遺跡の存在が予想 され

る地点であった。

開発計画 における埋蔵文化財の取扱いについて、工事主体者 と貝塚市とで協議 を行い、確認調査 を行うことで

合意 した。

確認調査は、開発による掘削によって埋蔵文化財に影響を及ぼす取付け道路部分、防火水槽設置部分を中心に

計14箇 所の調査区を設定 し、平成15年3月24日 から平成15年4月4日 にかけて実施 した。

調査の結果、開発地の南西部を中心に遺物包含層を検出した。これらの遺物包含層か らは土師器、須恵器が多

数出土 している。また地山面において柱穴、土坑、溝等の遺構を検出した。開発地の北部及び東部においては地

山が削平されてお り、遺構、遺物は確認できなかった。

開発地の南西部を中心に遺構及び遺物包含層 を確認 し、 さらに北東方向へ遺跡範囲外 にも遺物包含層が広がる

ことを確認 したため、遺跡発見届出書の提出を求めた。平成15年5月9日 に工事主体者か ら遺跡発見届出書が提

出された。

平成15年5月30日 、工事主体者 との協議の結果、遺跡に影響を及ぼす取付け道路部分 において本格的発掘調査

を行 うことで合意 した。発掘調査の期間は、平成15年6月9日 か ら平成15年10月10日 である。

図1貝 塚市位置図
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3.沢 遺 跡5.長 楽寺 跡7.地 蔵 堂丸 山古 墳8.地 蔵 堂廃 寺9.下 新 出遺 跡10.秦 廃寺15.麻

生 中新池 遺跡16.河 池遺跡20.堀 遺跡21.橋 本遺 跡22.貝 塚 寺 内町遺 跡23.加 治 ・神 前 ・

畠中遺 跡24.明 楽 寺 跡25.沢 共 同墓地 遺 跡26.沢 西 出 遺跡27.沢 海岸 北遺 跡28.沢 城跡

29.新 井 ・鳥 羽遺 跡30.新 井 ノ池遺 跡31.半 田遺跡32.麻 生 中遺 跡34.澱 池 遺跡35.積 善

寺 城跡36.清 児遺 跡43.ニ ツ池遺 跡51.窪 田遺 跡 ・窪 田廃 寺55.槍 ヶ谷城 跡56.半 田遺

跡(清 児地 区)57堤 遺 跡58.小 瀬 五所 山遺 跡59.石 才遺 跡60王 子 遺跡61.土 生 遺跡

64,海 岸 寺 山遣跡66脇 浜遺跡67.今 池遺跡69.三 ヶ山西遺 跡70.石 才 南遺 跡71.名 越遺

跡72.地 蔵堂 遺跡73名 越西 遺跡75.新 井 ・鳥 羽 北遺 跡78.沢 西 遺跡79.王 子 西遺 跡

80.津 田遺跡82.福 田遺跡86.麻 生 中 出 口遺 跡87.小 瀬 遺跡88.堤 三宅 遺跡89,沢 新 開遺

跡91.堀 新遺 跡93.麻 生 中下 代 遺跡94.堀 秋 毛遺 跡95.半 田 北遺 跡96.沢 老 ノ塚遺 跡

97.東 遺 跡102.津 田北遺 跡103.久 保 遺 跡109.窪 田ハ マデ遺 跡110.海 塚遺 跡111.脇 浜

川 端遺 跡113橋 本 野岸 ノ下遺 跡114.麻 生 中薬師寺 堂遺 跡115.谷 池遺跡

図2貝 塚市遺跡分布図
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第2章 位 置 と 環 境

麻生中下代遺跡は、近木川右岸、標高22～24mの 中位段丘上に位置する。南北約240m、 東西約300mの 範囲に

広がる、古墳時代、奈良時代～平安時代の集落跡 として登録 している。

昭和初期 に貝塚市半田の耕地よ り多数の瓦が表採 されたことにより、貝塚市半田に古代寺院が存在する可能性

が高 くなった。この古代寺院は、 『広隆寺末寺并別院記』に記 された天武天皇八年(679)に 秦勝賀佐枝等 によ

って建立 されたとされる秦廃寺と推定されている。秦廃寺周辺には飛鳥 ・奈良時代を中心 とする遺跡が所在 して

お り、麻生中下代遺跡 も寺院周辺に形成 された集落跡 と考えられる。

麻生中下代遺跡の調査は、府営半田住宅の改築工事に伴い、平成8年 度(1996)、 平成12年 度(2000)に 大阪

府教育委員会 によって発掘調査が実施されている。本市による調査においては、中世 もしくはそれ以前に形成 さ

れた溝や奈良時代 の遺物包含層を確認している。

周辺の遺跡 としては、新井ノ池遺跡、半田遺跡、半田北遺跡、秦廃寺があげられる。

新井ノ池遺跡は、本遺跡の南に位置 し、弥生時代から古墳時代、中世にかけての散布地、集落跡と推定される。

これまでの調査により古墳時代まで遡る可能性のある自然流路、平安時代の掘立柱建物跡、中 ・近世の耕地跡に

伴 う鋤溝、溝等を検出している。

半田遺跡は、本遺跡の東 に位置 し、中世の集落跡 と推定される。古代の掘立柱建物跡や溝を、中 ・近世の耕地

跡に伴う鋤溝、溝等を検出している。遺跡範囲内を熊野街道が縦貫してお り、古代か ら中 ・近世に至る重要な交

通路として発展 してきた。

半田北遺跡は、本遺跡の北 に位置 し、奈良時代の掘立柱建物跡等の遺構や遺物を確認 している。

秦廃寺は、本遺跡の北接 し、周辺の耕地より創建当時の瓦が表採 されてお り、白鳳期の古代寺院の存在が推定

されている。古代の柱穴等 を検出 している。大阪府教育委員会の調査 により、秦廃寺の南限と考えられる位置に

おいて地山を削 り出 した土段状の遺構が検出されている。

これ ら麻生中下代遺跡に隣接する遺跡は、秦寺に関連する集落地等 と考えられ、6世 紀後半か ら8世 紀にかけ

ての遺物や遣構 を確認 している。中世には寺域の一画に熊野詣の九十九王子の一つである麻生川王子神社が祀 ら

れていたが、明治期の神仏習合政策により阿莫加神社に合祀 された。

本遺跡の東に位置する丘陵南斜面を中心に海岸寺山遺跡が所在 し、海岸寺山窯跡 と海岸寺山古墳を内包 してい

る。窯跡は2基 確認されてお り、6世 紀後半の須恵器が採集 されている。古墳は現在5基 確認されてお り、6世

紀後半の横穴式石室をもつ古墳と推

定されている。秦廃寺の建立氏族 と

考えられる秦氏 との関連が指摘され

ている。

図3調 査地位置図
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第3章 調 査 成 果

1.調 査 の 概 要

調 査 区は建設計 画 に基 づ き、南 北約125m・ 東 西約135m、 面 積2,550m2を 設 定 した。調査 区 は国家座標IV系 基

準値Xニ ー173135m、Y=-57645mを 基 準 に して5m×5mに 区 画 し、西 に30区(A～d)を 設 け、南 に25区(1

～25)を 設 けた。便宜上、 国家座標 を基準 とす る区画名 とは別 に、調査 区全体 を8区 画 に分 け、調査 区1～8と

表 記す る。各調査 区 の区画 は、調 査区1(W-10～Z-13)、 調 査 区2(N-24～b-12)、 調 査 区3(H-10

～Q-21) 、 調 査 区4(M-7～U-17)、 調 査 区5(Q-10～S-11)、 調 査 区6(B-11～R-3)、 調 査

区7(1-2～L-4)、 調 査 区8(D-4～G-7)で あ る。

2.基 本 層 序(図5)

基本層序は、第1層 は盛土(層 厚05～08m)、 第2層 は旧耕土(層 厚of～02m)、 第3層 はにぶい黄橙色(10YR6/3)

土混 じり黄灰色(2.5Y6/1)砂 質 シル ト(層 厚0.1～0.2m)で あ り、調査区1か ら調査区5及 び調査区6の 一部で

検出 した。第3層 は、調査区2南 部においては2層 に分けられる。出土遺物は土師器、須恵器、瓦器等が出土 し

ている。第4層 は灰色(5Y5/1)粘 質土(層 厚0.05～0.1m)で あ り、調査 区1か ら調査 区5に かけて検出して

いるが、調査区2中 央部において第4層 は後世の削平 を受けている。第4層 より弥生土器、土師器、須恵器、瓦

器、陶磁器等が出土 している。第3・4層 の出土遺物は8世 紀前後の遺物がその中心であ り、土地開発や耕作 に

図4調 査区地区割図
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調査区2西 壁断面模式図(S=1/40)
1:盛 土 ・撹乱層(第1層)

2:1日 耕土(第2層)

3:に ぶい黄橙色(10YR6/3)土 混 じり黄灰色(2.5Y6!1)砂 質 シル ト,(第3層)

4:黄 灰色(2.SY6/1)砂 質土(第3層)

5:に ぶい黄橙色(てOYR6/4)粘 質土(第4層)

6:灰 色(5Y5ノ つ 粘質土(第4層)

ア:に ぶい黄色(2.5Y614)粘 質シル ト(地 山)

8:暗 灰黄色(2.5Y5/2)砂 混 じり粘土(SX-2080)

9:褐 灰色(10YR6/1)シ ル ト(SD-2095)

io:黄 灰色(2.SY5/1)土 混 じり黄褐色(2.5Y513)粘 質シル ト(SD-2095)

1i:灰 オリーブ色(5Y512)砂 礫(自 然流路)

12:灰 色(5Y6/1)粗 砂混 じり砂(SD-2115)

13:灰 色(5Y4/1)礫 混 じり粗砂(SD-2115>

14:灰 白色(2.5Y711)砂 質 シル ト(SD-2125)

15:褐 灰色(10YR6/1)小 礫混 じりシル ト(SD-2125)

16:黄 灰色(2.5Y611)砂 質シル ト(第3層)

n:褐 灰色(10YR5/1)シ ル ト(SD-2126)

調査区3南 壁断面模式図(S=1140)
1:盛 土 。撹乱層(第1層)

2:旧 耕±(第2層)

3:に ぶい黄橙色(10YR613)土 混 じり黄灰色(2.SY6/1)砂 質シル ト(第3層)

4:灰 色(5Y511)粘 質土(第4層)

5:に ぶい黄褐色(10YR514)粘 土～砂礫(地 山)

6:褐 灰色(2.5Y4/1)粘 質シル ト(SK-2007)

7:褐 灰色(10YR4/1)小 礫混 じりシル ト(遺 構)

8:褐 灰色(10YR5/1)粘 質 シル ト(SX-2048)

9:褐 灰色(10YR4/U粘 質土(SX-2048)

10:褐 灰色(tOYR5/1)粘 質シル ト

調査区4南 壁断面模式図(S=1/40)
1:盛 土 ・撹乱層(第1層)

2:旧 耕土(第2層)

3:に ぶい黄橙色土(10YR6/3)混 じり黄灰色(2.SY6/1)砂 質シル ト(第3層)

4:黄 灰色(2.SY6/1)砂 質シル ト(第3層)

5:に ぶい黄橙色(10YR6/4)粘 質土(第4層)

6:に ぶい黄色(2.5Y614)粘 質 シル ト(地 山)

7:黄 灰色(2.5Y6/1)砂 質シル ト(第3層)

8:灰 オリーブ色(5Y5/2)砂 礫(自 然流路)

図5 調査区2～4 断面模式図
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より中世の遺物包含層 に混在 したものである。第5層 は褐灰色(10YR5/1)粘 質 シル ト(層 厚0.05m)で あ り、

調査区1と 調査区3の 西部で検出 している。出土遺物量は少なく、土師器、須恵器が出土している。第6層 はに

ぶい黄色(2.5Y6/4)粘 質シル ト(地 山)で ある。時期については、第3・4層 は中世、第5層 は古代の遺物包

含層と考えられる。

各調査区の地形等については、調査区1と 調査区3は 、東西方向に設定 した調査区であり、部分的に第5層 が

残存 してお り、地山面において古墳時代 ・古代の遺構を多数検出している。調査区2は 南北方向に設定 した調査

区であ り、地形は調査区2の 南部は高 く、緩やかに北東方向へ傾斜 している。調査区4は 東西方向に設定 した調

査区であ り、中 ・近世の耕地開発 により南から北方向へ段状に削平されていた。 この削平により遺物包含層が失

われている。 また調査区4の 東部は、撹乱により遺物包含層は削平 されている。調査区5は 、防火水槽の設置に

伴い設定 した調査区であり、調査 区4に おいて検出した段状遺構等の削平の影響を受けていないため、遺物包含

層(第3・4層)が 残存 していた。調査区6～8に ついては、土地の削平、撹乱等 により遺物包含層は確認でき

なかったが、調査区6南 部の地山面において古代、中世の遺構を検出 している。 また調査区7・8に ついては、

遺物包含層 は確認できなかった。調査区2・6の 北端部(b-12、P-1～4、0-2・3)、 調査区1の 東端

部(W・X-10)、 調査区7・8(D-4・5、E-5)の 東端部において深 さ約1mの 大 きく掘 り込まれた撹

乱を検出した。埋土は緑灰色(10G6/1)粘 質土であ り、遺物は瓦、レンガのほかライフルの薬莢が出土している。

近 ・現代において貯水施設を設けていたと考えられる。

3.検 出 遺 構

第4層 上面(第1遺 構面)と 第6層(地 山)上 面(第2遺 構面)に おいて遺構検出を行った。第5層 は調査区

内においては部分的に残存 してお り、おそらくは中世段階に土地が削平された可能性が考えられる。そのため、

第5層 は面的には広が らないため、遺構 を検出することはで きなかった。

(1)第2遺 構 面(図6)

第6層(地 山)上 面において遺構検出を行い、第2遺 構面 とした。本遺構面では、古墳時代から中世の複数時

期の遺構を検出した。本遺構面か らは鋤溝、溝、土坑、柱穴、竪穴住居跡等を検出した。

本遺構面における中世の遺構 としては、調査区6北 部 ・南部において鋤溝を、調査区1～5に おいて溝、土坑

を検出した。古代の遺構 としては、調査区1～5に おいて柱穴、溝等を検出 している。古墳時代の遺構 としては、

調査区1・3に おいて竪穴住居跡、土坑 を検 出している。

a.調 査 区1

柱 穴(P-2131・2132)(図7・8)

これ らの遺構 は、Z-13に お いて検 出 した東 西方 向の柱 穴列 である。柱 穴の掘方 は長軸0.7m、 短 軸0.5mの 長 方

形 を呈す 。柱 問は1.8mで あ る。遺物 はP-2131よ り土師器 高坏(図17・ 図 版8-7)が 出土 している。時期 は飛

鳥時代後半 か ら奈良時代 と考 え られる。

P-2130(図7・8)

本 遺 構は、Z-13に お いて検出 した柱穴である。規模 は直径約0.6m、 深 さ02mで あ る。埋土は灰黄褐色(10YR5/2)

粘 質 土 であ る。遺物 は出土 して いない。

P-2236(図8)

本 遺 構 は、Y-12に お いて検出 した柱穴である。規模 は直径0.4m、 深 さは025mで あ る。埋土 は灰黄褐色(10YR5/2)

土 で ある。遺物 は出土 してい ない。
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竪 穴 住 居 跡SH-2129(図7・8、 図 版5・6)

本遺構 は、Z-13に おいて検出した竪穴住居跡である。規模は一辺約5m、 深さ0.4mで あ り、平面形は隅丸方

形を呈す。住居跡は、南西部 と北西隅において近年の埋設管によって破壊 されている。住居内の堆積層は、大 き

く3層 に分けられる。上層は黄灰色(25Y6/1)粘 質土、中層は灰黄褐色(10YR5/1)粘 質土、下層は褐灰色(10YR4/1)

粘質土である。住居南西部の上層において土器がまとまって出土 している(土 器群1)。 土師器(図17・ 図版8

-4) 、土師器高坏(図17・ 図版8-5)、(図17-6)等 が出土 している。住居が埋没する過程において、そ

の上層部で土器を廃棄したものと考えられる。住居の中層 ・下層か らの遺物の出土量 は少ない。

主柱穴は4本 で構成されてお り、主柱穴の北側2基(P-2129-1・2)は 、径0.35m～0.4m、 深さ0.15m～

0.2mで ある。主柱穴南側2基(P-2129-3・4)は 、直径0.2m、 深 さ0.1mで ある。

壁溝は、住居の西辺、南辺の一部、東辺の一部、北東隅で検出 している。幅0.1m、 深 さ0.05mで ある。埋土は

暗灰黄色粘質シル トである。

住居の南辺中央部において炭化物の広がりが認められ、炉と考えられる土坑を検出した。土坑は黒褐色(10YR3/2)

粘質シル トであ り、炭化物を含む。その下層は黒褐色粘質シル トに地山のブロック土が混入する。土坑内か らは

布留式土器の甕底部(図17・ 図版7-3)が 出土 している。炉は、破損 した底部を取 り除かないまま使用 してい

たのであろう。

土坑西側 に、10cm前 後の石が数個 まとまって出土 している(石 群1)。 石 には打撃痕や被熱痕は認められな

い。また住居の北側 において も10～20cm大 の石が5個 まとまって出土 している(石 群2)。 石の用途について

は不明である。土坑の南側において土器(土 器群2)が まとまって出土 している。中型の鉢(図17-1)、 高坏

体部(図17-2)が 出土 している。

土器群や石群は住居底面に接 しておらず、底面より0.03m上 で出土 している。これ らの遺物の下面が住居床面

になる可能性があるが、住居の土層断面では確認することはで きなかった。 これらの遺物は、住居廃絶後に持ち

込まれたものではな く、廃絶の直前まで使用されていた状態であったと推測する。

住居の中央部において、焼土塊を検出した。土坑の位置か らは離れているため、土坑(炉)に 伴 うものではな

いと考えられるが、その用途 については不明である。

竪穴住居の廃絶時期は、出土遺物 より5世 紀前半 ごろ と考え られる。また竪穴住居跡は、P-2130～2132、P

-2223 、SD-2133と 切 り合い関係にある。

b.調 査 区2

P-2219(図8)

本 遺 構 は、a-13に おいて検出 した柱穴 である。規模 は直径0.45m、 深 さ0.2mで あ る。埋土 は褐灰色(10YR4/1)

粘 質 土で ある。遺物 は出土 してい ない。

P-2223(図8)

本遺構は、Y-14に おいて検出した柱穴である。規模は直径0.3m、 深さ0.23mで ある。埋土は黒褐色(10YR3/1)

粘質土である。本遺構 は竪穴住居跡の上層面で検 出した柱穴である。遺物は須恵器高台付坏(図17・ 図版7-20)

が出土 している。

SD-2125(図8)

本 遺 構 は、Z-14・15、a-14に お いて検 出 した溝 であ る。規模 は検 出長11m、 幅0.5m、 深 さ0.2mで あ る。埋

土 は灰 白色(10YR7/1)小 礫 混 じり砂 であ る。遺物 は出土 していない。方 向 は座標北 に対 し、西 へ50° 振 る。本

遺構 とSD-2128は 、 方 向性 、埋土 が類似 す るこ とか ら同一 遺構 であ る と考 え られ、南 東 一北 西方 向 に緩 やか に

蛇行す る。SD-2126と 重複 関係 にあ り、本遺構 が新 しい時期 の もので ある。
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図6第2遺 構面遺構配置図
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図7 竪穴住居跡、調査区1 柱 穴P-2130～2132遺 構 平 ・断 面 図
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SD-2122(図8)

本 遺 構 は、Y-15・16、X-16に お い て検 出 した南東 一北西方 向の溝 であ る。規模 は検 出長14m、 幅1m、 深

さ0.3mで あ る。埋土 は黄灰色(2.5Y5/1)砂 に3cm未 満 の礫 が混 入す る。本遺構底 部 には黒褐 色(10YR3/2)粘

土 が堆積 す る。方 向 は座標 北 に対 し、 東へ5° 振 る。 またSD-2115と の 切 り合 い関係 に よ り本遺構 の方がSD-

2115よ り も新 しく、8世 紀以 降に設け られ た ものであ る。

SD-2115(図8)

本遺構は、W・X-15・16に おいて検出した南北方向の溝である。規模は幅3m、 深さ025cm、 埋土は灰色(5Y4/1)

砂礫混 じり粗砂である。遺物は南西部において須恵器が比較的まとまって出土 してお り、埋没時期 は8世 紀頃と

考えられる。遺物は本遺構南端部で須恵器(図17・ 図版7-16・19)、(図17-17・18)が 出土している。旧河

川SD-2114と 切 り合い関係 にあ り、本遺構が新 しい。本遺構の深さや調査区の断面観察等により後世 に削平 を

受けていると考えられる。またSD-2122と 切 り合い関係 にあ り、本遺構の方が古い。

SD-2094(図9、 図 版3)

本 遺 構 は、R・S-21に お い て検 出 した南東 一北 西方 向の溝 であ る。規模 は検 出長5.5m、 幅0.5～1m、 深 さ0,2

mで あ る。埋 土 は灰 黄褐 色(10YR5/2)シ ル ト混 じ り黄灰色(2.5Y6/1)砂 質 シル トで ある。方 向は座 標北 に対

し、西へ45° 振 る。SD-2095、SD-2096と 切 り合 い関係 にあ り、 両遺構 よりも新 しい時期 に設 け られ た溝 であ

る。遺物 は出土 していない。時期 はSD-2095、SD-2096と の切 り合 い関係 によ り中世 と考 え られる。本遺構 は、

第1遺 構 面 において検 出 したSD-107と 同 方向で ある。

SD-2095(図9、 図 版3)

本遺構は、S-20・21に おいて検出した南北方向の溝である。規模 は検出長10m、 幅0.7m、 深 さ0.5mで ある。

埋土は3層 に分けられる。上層は褐灰色(10YR6/1)シ ルト、中層は黄灰色(2.5Y5/1)土 混 じり黄褐色(2.5Y5/3)

粘質シル ト、下層は暗灰黄色(2,5Y4/2)粘 質シル トである。方向は座標北に対 し、西へ5° 振る。水流は南か

ら北へ と流れていたと考えられる。溝の断面形状は逆凸形を呈 し、断面観察により数回の掘 り直 しが行われたと

推測 される。遺物は土師器、須恵器坏片が出土している。本遺構は、SD-2094と 切 り合い関係 にあ り、 またSD

-2133と 方向性がほぼ一致する。

SD-2096(図9、 図 版3)

本 遺構 は、S・T-20に お いて検 出 した南東 一北西方 向の溝で あ る。規模 は検 出長7m、 幅0.5m、 深 さ0.2mで

あ る。埋土 は褐灰 色(10YR6/1)微 砂 混 じ りシル トで ある。方 向は座 標北 に対 し、 西へ45° 振 る。SD-2094と

同 方向で あ り、遺構 の切 り合 い関係 に よりSD-2094に 先 行す る1冓 と考 え られ る。 またSX-2099と 切 り合い 関係

にあ る。 断面観察 に よ り掘 り直 しが行 われた と推 測 される。遺物 は須恵器 が 出土 して いる。時期 はSD-2095と

方 向が異 なる こ と、SD-2094と 同 方 向であ るこ とか ら中世 と考 え られる。SX-2099よ り7世 紀前半 の須恵器 坏

が出土 してい る。

SX-2101(図9、 図 版3)

本遺構 は、R-21に おいて検出 した不定形土坑である。規模 は検出長1,5m、 深 さ0.4mで ある。埋土 は上層が

黄灰色(2,5Y5/1)砂 質シル ト～粘質シル ト、下層は黒褐色(10YR3/1)粘 土ブロック混 じり黄灰色(2.5Y4/1)

粘質シル トである。遺物は土師器、須恵器が出土 しており、時期は8世 紀と考えられる。土坑め性格については

不明である。

SK-2091(図9)
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本遺構は、Q-22に お いて検出 した土坑である。規模 は直径1m、 深 さ0.15mで あ る。埋土 はにぶい黄褐色(10YR5/3)

土混 じり灰黄褐色(10YR5/2)土 である。遺物は出土していない。土坑の性格は不明である。

SK-2088(図9)

本遺構 は、P-23に お いて検 出 した土坑 であ る。規模 は直径0.4m、 深 さ0.05mで あ る。埋 土は黒色(10YR2/1)

図8 調査 区1・2遺 構平 ・断面 図
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図9 調査区2 遺構平 ・断面図
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粘質土であり、炭化物を大量に含 むが、焼土は含 まれていない。遺物 は出土 していない。遺構底部等には火床面

は認め られない。後世の開発により遺構の上部が削平を受けている可能性がある。炭化物を大量に含む土坑は今

回の調査では、 この遺構のみであ り、屋外のカマ ド状施設の可能性がある。

P-2209(図9)

本 遺 構 は、P-24に お い て検出 した柱 穴である。規模 は直径0.3m、 深 さ0.17mで あ る。埋土 は褐灰色(10YR4/1)

粘 質 シル トである。遺物 は出土 してい ない。

SX-2079(図9)

本遺構は、0-24に おいて検出 した落込み状遺構である。規模は検出長2m、 深 さ0.1mで ある。埋土は灰黄褐

色(10YR5/2)粘 質シル トである。遺構の切 り合い関係によりSX-2080よ りも新 しい。遺物は須恵器が出土 し

ている。埋没時期は7世 紀頃と考 えられる。

c.調 査 区3

SX-2065・2066(図6)

本 遺 構 は、K・L-15に お いて検出 した土坑であ る。規模 は南北長2m以 上、東西長約3m、 深 さ0.1mで あ る。

埋 土は褐灰色(10YR4/1)粘 質 シル トで ある。遺物 は須恵器坏(図17・ 図 版7-10)・(図17・ 図 版9-11)が

出 土 してい る。埋没 時期 は7世 紀 頃 と考 え られる。

P-2057(図10)

本遺構は、L-15に おいて検出した柱穴である。規模は直径0.7m、 深 さ0.2mで ある。埋土は褐灰色(10YR4/1)

粘質シル トである。遺物は土師器、須恵器が出土 している。時期 は8世 紀頃と考 えられる。

P-2058(図10)

本 遺 構 は、L-15に お いて検 出 した柱 穴で ある。規模 は長軸0.6m、 短 軸0.4m、 深 さ0.32mで あ る。埋 土 はにぶ

い黄褐色(10YR5/3)土 混 じり褐 灰色(10YR4/1)粘 質 シル トであ る。遺物 は土 師器が出土 している。

P-2059(図10)

本 遺 構 は、L-15に お いて検 出 した柱 穴 であ る。 規模 は長 軸0.55m、 短 軸0.4m、 深 さ0.27mで あ る。埋 土 は黄

灰 色(2.5Y4/1)粘 質 シル トで ある。遺物 は土 師器 が出土 してい る。

P-2060(図10)

本 遺構 は、L-15に お いて検 出 した柱穴で ある。規模 は直径0.3m、 深 さ0.15mで あ る。埋 土は褐灰色(10YR5/1)

粘 質 シル トで ある。遺 物 は土師器 が出土 している。時期 は8世 紀 頃 と考 え られる。

P-2063(図6)

本遺 構 は、K-14に お いて検出 した柱穴である。規模 は直径0.35m、 深 さ0.15mで あ る。埋土は灰黄褐色(10YR4/2)

粘 質 土 で ある。遺物 は出土 して いない。P-2057～2060・2063の 時 期 は、8世 紀頃 と考 え られ、柱穴列3を 構成

す る柱 穴の形状 と類似 す る。

P-2043(図10)

本遺 構 は、M-15に お いて検出 した柱 穴である。規模 は直径0.5m、 深 さ0.35mで あ る。埋土 は黄褐色(25Y5/3)

土 混 じ り褐 灰色(10YR4/1)粘 質 土で ある。 遺物 は出土 してい ない。
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図10 調査区3 遺構平 ・断面図
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P-2047(図10)

本 遺 構 は、L-15に お いて検 出 した柱穴であ る。規模 は直径0.35m、 深 さ0.37mで あ る。埋土 は黄灰色(25Y5/1)

粘 質 シル トである。遺物 は出土 していない。

P-2033(図10)

本 遺 構 は、N-17に お いて検出 した柱穴である。 規模 は直径約0.5m、 深 さ0.3mで あ る。埋土 は黒褐色(10YR3/1)

粘 質 土 である。遺物 は出土 して いない。 遺構 の1/2以 上 は撹乱 を受 けて いる。

P-2249(図10)

本 遺 構は、M-16に お いて検 出した柱穴である。規模は直径約0.3m、 深 さ0.18mで あ る。埋土は褐灰色(10YR4/1)

粘 質 土 である。遺物 は出土 して いない。 遺構 の1/2以 上 は撹乱 を受 けて いる。

P-2241(図10)

本遺 構 は、N-17に お いて検 出 した柱穴で ある。規模 は直径0.4m、 深 さ0.1mで あ る。埋土 は褐灰色(10YR4/1)

粘 質 土 であ る。遺物 は須 恵器(図17-34)が 出 土 してい る。

SK-2039(図10)

本 遺 構 は、N-17に お い て検 出 した土 坑で ある。規模 は長 軸1.3m、 短 軸0.5m、 深 さ0.2mで あ る。埋 土 は褐 灰

色(10YR4/1)粘 質 土 である。遺物 は土 師器甕(図18・ 図 版8-32)が 出土 してい る。 時期 は8世 紀 頃 と考 え ら

れ る。

難濕総難羅1
(図17・ 図 版8-14)が 出 土 している。

P皋讖 調 熟

いて検出した柱穴である。規模

は直径02m、 深 さ025mで あ る。埋土は褐灰色(10YR9/1)

粘 質 土 で ある。遺物 は須 恵器坏(図17・ 図 版8-12)が

出 土 してい る。

P-2048(図10)

本 遺 構 は、L-16に お い て検 出 した柱 穴で ある。 規模

は直径0.3m、 深 さ025mで あ る。埋土は褐灰色(10YR4/1)

粘 質 土 であ る。遺物 は須 恵器(図17・ 図 版8-24)、 土

師器 甕(図17・ 図 版7-30)が 出 土 してい る。 時期 は8

世 紀 頃 と考 え られ る。

柱 穴列(掘 立柱 建物跡)

掘立柱建物跡を構成していたと考えられる柱穴は、主

図11調 査区3柱 穴列平 ・断面図
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に調査区2・4に おいて100基 以上検出 している。とくに調査区2の 中央部において柱穴が集中 していたが、建

物の復元には至 らず、柱穴列(柱 穴列1～3)を 検出することができた。

柱 穴 列1(P-2251・2243・2202)(図10・11)

これ らの遺構 は、0-18・19に お いて検 出 した東西方向 の柱 穴列 である。 方向は座標北 に対 し、西へ15° 振 る。

柱 穴の掘方 は直径0.3～0.5m、 平 面形状 は不 定形 円形で ある。埋 土 は黒褐 色粘 質 シル トであ る。柱 間は1.8mで あ

る。遺物 はP-2243よ り土 師器 が出土 している。

柱 穴 列2(P-2030・2225・2203)(図10・11、 図 版4)

これ らの遺構 は、N-17・18に お いて検 出 した南北方 向の柱穴 列で あ る。柱 穴の掘 方 は一 辺0.5～0.7mの 隅 丸

方形 を呈す 。柱 問 は1.8mで あ る。埋土 は黒褐色 粘質 シ ル トであ る。P-2225の 底 部 よ り20cm大 の 角 石が 出土 し

てお り、柱 を支 える根石 と考 え られる。P-2203は 落 込 み状 遺構SX-2024と 重 複 してお り遺構底 部の みの検 出で

ある。遺物 はP-2225よ り土 師器 、須 恵器 、P-2030よ り土師器甕(図17・ 図版9-31)、P-2203よ り須恵器(図

17-25)・(図 版8-36)が 出 土 している。

柱 穴 列3(P-2045・2052・2055)(図10・11)

これらの遺構は、L・M-15に おいて検出 した南北方向の柱穴列である。柱穴の掘方は直径0.3～0.4mの 円形を

呈す。柱問は1.5mで ある。埋土は褐灰色土である。遺物 はP-2045よ り土師器、須恵器、P-2052よ り土師器が

出土している。 これ らの遺構の時期は出土遺物により8世 紀 頃と考えられる。柱穴列1・2の 柱 問1.8mと 比 し

て柱穴列3は1.5mと 短 く、建物 も前者 に比べ規模が小 さくなるため、柱穴列3は 柱穴列1・2よ りも後出の建

物跡 と推測される。

SD-2008(図10)

本 遺 構 は、P-20に お いて検 出 した溝 であ る。規模 は検 出長4m、 幅1.2m、 深 さ0.1mで あ る。埋 土 は褐 灰色

(10YR4/1)粘 質 土 であ る。遺物 は須 恵器蓋(図17-15)が 出 土 してい る。埋 没時期 は7世 紀 頃 と考 え られ る。

SK-2244(図10)

本 遺構 は、M-15に お いてSD-2040底 部 よ り検 出 した土坑 であ る。規模 は長軸0.8m、 短 軸0.4m、 深 さ0.2mで

あ る。埋 土 は褐灰色(10YR4/1)粘 質 土 である。遺物 は須 恵器(図17-13)が 出 土 して いる。時期 は7世 紀 頃 と

考え られ、SK-2244埋 没 後 にSD-2040が 設 け られ た もの と考 え られる。

SX-2024(図10)

本遺構は、N-18に おいて検出した落込み状遺構である。規模は検出長5m、 幅2～2.5m、 深 さ0.3mで ある。

埋土は黄灰色(2.5Y4/1)砂 礫混 じりシル トである。出土遺物は8世 紀に属する須恵器高台付坏(図17・ 図版8

-21) 、須恵器蓋片、土師器坏(図17-35)、 土師器甕口縁部片等が出土 している。本遺構の底部 より柱穴列2

を構成するP-2203を 検出 しており、切 り合い関係から柱穴列2よ りも新 しい時期に設けられたものである。

SX-2006(図10・12)

本 遺構 は、Q-20に お いて検 出 した不定 形土坑 であ る。 規模 は長軸4,8m以 上 、 短軸2.5m以 上 、 深 さは0.8mで

あ る。埋土 はにぶ い黄褐色(10YR4/3)ブ ロ ック土混 じり黄灰 色(2.5Y4/1)粘 質 シル トで ある。埋 土 はSX-

2016の 堆 積 土 に類似 す る。遺物 は土師器が 出土 してい る。
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SX-2015(図10・12)

本 遺 構 は、0-19に お いて検 出 した不定 形土坑 で ある。規模 は長軸2.5m、 短 軸2m、 深 さ0.3mで あ る。埋土

は褐灰色(10YR4/1)小 礫 混 じ り粘質 シル トであ る。SX-2016と 切 り合 い関係 にある。SX-2016と は異 な り、地

山で あるブロ ック土等 が混入 しないこ とか ら、人為 的 に埋没 した もの ではない と推 測 され る。遺物 は土 師器、須

恵器が 出土 してい る。

図12 調査区3 遺構断面図
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SD-2040(図10・12)

本遺構は、M-15・16に おいて検出した落込み状遺構である。規模は検出長5m、 幅約4m、 深 さ0.6mで ある。

埋土は黄灰色(2.5Y5/1)土 混 じり黄褐色(2.5Y5/3)粘 質土であり、遺構断面2・3層 において砂礫～砂が混入

する。本遺構の底部において8基 以上の土坑お よび柱穴を検出してお り、掘立柱建物廃絶後に形成された遺構 と

考えられる。埋土に砂礫～砂が混入することか ら南東 一北西方向の溝の可能性 も考えられる。土師器甕(図17

-28)・(図17・ 図版8-29) 、須恵器蓋(図17・ 図版9-26)、 須恵質蛸壺(図17・ 図版7-27)等 、8世 紀

を中心 とする遺物が出土 している。また二次焼成 を受けた土師器甕片が認められる。埋没時期は、土師器羽釜が

出土 していることから、9～10世 紀 と考えられる。

SX-2016(図10)

本 遺構 は、P-19に お い て検 出 した不 定形土坑 であ る。西側 に接 す るSX-2012と は遺構 の断面観察 によ り同一

の遺構 と考 え られ る。規模 は長軸3.2m、 短 軸 は1m以 上 、深 さ0.4mで あ る。埋土 はにぶい黄色(2.5Y6/4)粘 土

ブロ ック混 じり黒褐色(2.5Y3/1)粘 質 シル トであ り、遺構 断面4・5・10・19層 で は、1cm大 の 小礫が多 く混

入 す る。遺 物 は土 師器、須 恵器(図17-34)が 出 土 している。SX-2015と 切 り合 い 関係 にあ り、 時期 は本 遺構

の方が古 い。埋土 の状 況 によ り人為的 に埋 め戻 された もの と考 え られ る。遺物 はP-2012よ り8世 紀 に属 す る須

恵器 蓋が 出土 してい る。

SX-2018(図10)

本 遺 構 は、0-18・19に お いて検 出 した不定 形土坑 であ る。規模 は長軸3。5m、 短 軸1m、 深 さ0.2mで あ る。

埋 土 は灰 黄褐色(10YR4/2)粘 質 土であ る。 遺物 は土師器 、須 恵器が 出土 してい る。SX-2019・2022と 切 り合

い関係 にあ り、本 遺構 は両遺構 よ りも時期 は新 しい。SX-2019よ り須恵 器壷体 部、土 師器 高坏、 土師器 甕 口縁

部等が出土 してい る。

d.調 査 区4・5

SD-2156(図13)

本 遺 構 は、P-9・10に お いて検 出 した東西 方向 の溝 であ る。規 模 は検 出長24m、 幅0.6～0.8m、 深 さ0.2mで

あ る。方向 は座標 北 に対 し、東へ60° 振 る。 遺物 は土 師器 、須恵器が 出土 している。埋土 は灰 黄褐色(10YR4/2)

粗 砂 混 じり土、黄灰色(2.5Y4/1)粘 質 シル トであ る。断面観 察 によ り掘 り直 しが行 われてい る。

P-2143(図13)

本 遺構 は、S-13に お いて検出 した柱穴である。規模 は直径0.45m、 深 さ0.15mで あ る。埋土 は黄褐色(10YR5/6)

土 混 じり黄灰 色(2.5Y6/1)粘 質 シル トであ る。遺物 は出土 してい ない。

SD-2138(図13)

本 遺構 は、T-15・16に お いて検出 した南北方 向の溝 であ る。規模 は検 出長6m、 幅0.5～1m、 深 さ0.4mで

あ る。埋 土 は下 層が黄灰 色(2.5Y5/1)粗 砂 や礫 が混 じる砂 質土 、上層 は褐灰色(10YR4/1)砂 や 礫 が混 じるシ

ル トである。遺物 は小 型丸底壷(図17-9)が 出 土 してい る。S-20・21で 検 出 した中世 の溝 と考 え られるSD-

2095と 方 向性が ほぼ一致す るが、 出土遺物 、埋土等 に よ り古墳時代 の遺構 で ある可能性が ある。

SX-2148(図13)

本 遺構 は、R-12、S-13に お いて検 出 した落込 み状 遺構 であ る。規模 は長軸3m、 短軸1m以 上 、深 さは0.5

mで あ る。埋 土 は褐灰色(2.5Y4/1)粗 砂 混 じりシル トであ る。遺 物 は須恵 器高台付 坏(図17-22)、 甕 の口縁部

片が 出土 している。時期 は8世 紀頃 と考 え られ る。本遺構 は南東 一北西方 向の溝 の可能性が あ り、SD-2156と 方
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向性が一致する。SD-2156よ り先行する溝であ り、後世に削平されたものと考えられる。

e.調 査 区6

鋤 溝(図6)

こ れ らは、北部(N・0-4)、 南 部(G～1-9)に お いて検 出 した鋤溝で ある。規模 は検 出長0.5～1.5m、 幅
へ'

図13 調査 区4・5 遺構平 ・断面図
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0.2m、 深 さ0.03mで あ る。埋 土 は灰黄 色(2.5Y6/2)砂 質 土 であ る。遺物 は 出土 して いない。 これ らは、 地 山面

より検 出 しているが、埋土等 の観察 に より中世 の耕 地に伴 う鋤溝 と考 え られる。

SK-2182(図14)

本遺構は、E-9・10、D-10に おいて検出した土坑である。規模 は長軸1.5m、 短軸0.9m、 深 さ0.6mで ある。

埋土は3層 に大別で きる。上層は砂が混入する褐灰色土～砂質土、中層は褐灰色粘質シル ト～シル ト、下層は黒

褐色粘質シル トである。遺物は須恵器高台付坏片が出土 している。埋没時期 は出土遺物により7世 紀後半か ら8

世紀頃と考えられる。土坑の性格については不明である。

図14調 査 区6遺 構 平 ・断面 図.
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SK-2187(図14)

本遺構は、C-10に おいて検出した土坑である。規模は南北2m、 東西1m以 上、深さ0.3mで ある。埋土は灰

黄褐色(10YR5/2)細 砂混 じりシル トである。遺物は須恵器坏、土師器把手片等が出土している。埋没時期は出

土遺物により7世 紀後半から8世 紀頃と考えられる。

..(図14)

本 遺構 は、C-11に お いて検出 した柱 穴であ る。規模 は直径0.5m、 深 さ0.3mで あ る。埋土 は褐灰色(10YR6/1)

シル トである。遺物 は出土 して いない。

P-2214(図14)

本遺 構 は、C-11に おい て検 出 した柱穴である。 規模 は直径0.35m、 深 さ025mで あ る。埋 土は褐灰 色(10YR5/1)

粘 質 シル トであ る。遺物 は出土 していない。

f.調 査 区7

SD-2175(図6・15)

本遺構 は、K-3・4、L-4に おいて検出した流路である。規模は検出幅約10m、 深 さ0.4mで ある。埋土は

灰黄色(2.5Y6/2)砂 礫混 じり粗砂である。流路は南から北方向へ流れていた と考えられるが、南方向にあたる

調査区6で は、流路堆積層を確認 していないため、東側に大 きく蛇行している可能性がある。また埋没時期につ

いては遺物が出土 していないため、時期は不明であるが、おそらくは人が定住する以前に埋没 していたもの と推

測される。

図15調 査区7流 路断面図

(2)第1遺 構 面(図16、 図 版2・3)

第1遺 構面は、第4層 上面において遺構検出を行い、調査区1～4に かけて鋤溝、溝、段状遺構、落込み状遺

構等を検出 した。本遺構面は中世～近世にかけての耕地跡と考えられる。

g.調 査 区1

鋤 溝(図16)

本 遺 構 は、Y-11～13、Z-ll・12に お いて検 出 した鋤溝で ある。規模 は検 出長0.8～2m、 幅 約0.3m、 深 さ約

0.02mで あ る。埋土 は黄灰色(2.5Y6/1)砂 質 シル ト、 暗灰 黄色(2.5Y5/2)砂 質 シル トの2種 類 に大別 で きる。

遺構 の切 り合 い関係 によ り前者 よ りも後者 の方が時期 としては古い と考 え られ る。前者の方 向は座標北 に対 し、

東へ90° 振 り、後 者 は東へ70～80° 振 る。遺物 は出土 してい ない。

SD-109(図16)
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本遺構 は、Y-13、Z-13に お いて検 出 した溝 であ る。規模 は検 出長8m、 幅0.6m、 深 さ0.4mで あ る。埋土 は

灰黄色(2.5Y6/2)土 混 じ り黄灰色(2.5Y6/1)砂 質 シル トであ る。方 向は座標 北 に対 し、東へ70° 振 る。方 向性

は暗灰黄色砂 質 シル トの埋 土であ る鋤溝 とほぼ平行 関係 にあ る。遺物 は出土 して いない。

SD-113(図16)

本 遺 構 は、Z-12・13に お いて検 出 した溝 であ る。規模 は検 出長3.5m、 幅0,4m、 深 さ0.05mで あ る。埋 土 は褐

灰色(10YR6/1)粘 質 土 で ある。方 向は座 標北 に対 し、 西へ10° 振 る。 遺物 は出土 してい ない。本遺構 はSD-

109と 切 り合 い関係 にあ り、SD-109の 方 が新 しい時期 に設 けられ ている。

SD-2133(図6・8)

本遺構 は、Y-12・13、Z-13に おいて検出 した南北方向の溝である。規模は検出長5m、 幅1m、 深さ0.3m

である。埋土は黄灰色(2.5Y5/1)微 砂混 じり砂である。遺物は出土していない。方向は座標北に対 し、東へ5°

振る。本遺構は掘 り直 しが行われている。本遺構 は竪穴住居跡(SH-2129)や 柱穴 と切 り合い関係にあ り、竪

穴住居跡や掘立柱建物跡 よりも新 しい時期に設けられたものである。本遺構は第2遺 構面において検出している。

時期は中世と考えられる。

h.調 査 区2

鋤 溝(図16)

本 遺 構 は、南 部(N-24、0-24・25、P-24)と 北 部(a-13・14、Y-14・15、Z-14・15)に お い て検 出

した鋤溝 であ る。規模 は検出長2～4m、 幅 約0.3m、 深 さ約0.02mで あ る。調査 区2北 部の鋤溝 の方向 は、座標

北 に対 し、西へ45° 振 る もの と西へ120° 振 る ものが ある。前者の埋土 は、黄灰色(2.5Y6/1)砂 質 シル ト、 後者

の埋土 は褐 灰色(10YR6/1)粘 質 土の2種 類 に大別 で きる。調査 区2南 部 の鋤溝 の方向 は、座標北 に対 し、東 へ

45° 振 る。埋 土 は黄灰色(2.5Y6/1)砂 質 シル トで ある。調 査区2の 鋤溝 か らは遺物 は出土 していない。

SD-107(図16)

本 遺構 は、S-20・21、T-19・20に お いて検 出 した溝 であ る。規 模 は検 出長IOm、 幅0.4m、 深 さ0.08mで あ

る。埋土 は黄灰色(2.5Y5/1)砂 質 シル トである。遺物 は土師器、須恵器が 出土 してい る。方 向は座標北 に対 し、

西へ45° 振 る。水流 は南 か ら北方 向へ と流 れてい た と考 え られ る。

SD-120(図16)

本 遺構 は、R-20・21、S-21に お いて検 出 した溝 で ある。規模 は検 出長6m、 幅0.4～0.9m、 深 さ0.08mで あ

る。埋 土 は灰 色(5Y6/1)砂 質 シル トであ る。 遺物 は出土 してい ない。 方 向は座 標北 に対 し、東へ45° 振 る。

水流 は西 か ら東方 向へ と流れ ていた と考え られ る。

i.調 査 区3

鋤 溝(図16)

本 遺構 は、M-16、P-21に お いて検 出 した鋤 溝 である。規模 は検 出長 約1m、 幅約0.3m、 深 さ約0.02mで あ

る。埋土 は黄灰 色(2.5Y6/1)砂 質 シル トである。 方向 は座標北 に対 し、東へ60° 振 る。遺物 は出土 してい ない。

SX-101(図16、 図 版2)

本 遺 構 は、M-16・17、N-16～18、0-18・19、P-19・20に お いて検 出 した落込み状 遺構 であ る。 規模 は

検 出長18m、 幅1m、 深 さ0.15mで あ る。埋 土 は灰 黄色(2.5Y6/2)土 で ある。遺物 は土 師器、須 恵器、 瓦器 、

瓦、 サヌ カイ ト片 が出土 している。
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図16第1遺 構面遺構配置図
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j.調 査 区4

鋤 溝(図16)

本 遺 構 は、P-9～11、Q-10～12、R-11～13、S-13～15に お いて検 出 した鋤溝 であ る。規模 は検 出長1～

2m、 幅 約0.3m、 深 さ約0.02mで あ る。埋 土 は、 にぶ い黄橙 色(10YR6/4)土 混 じ り黄灰 色(2.5Y6/1)シ ル ト

と黄灰色(2.5Y6/1)シ ル トで あ る。方 向は座 標北 に対 し、 東へ45° 振 る。SD-103(R-12)、SD-105(Q-

10)よ り土 師器、須恵器 が出土 している。

SX-115(図16)

本遺構 は、R-13、S-13・14、T-13・14、U-15～17、V-17に おいて検出 した段状遺構である。規模 は検

出長25m、 幅1～2m、 深さ0.15～0.25mで ある。埋土は黄灰色(2.5Y6/1)砂 質土である。本遺構は、地形が南

か ら北へ傾斜 してお り、耕地として地山を削 り出して段状に造成 したものと考えられる。本遺構の埋土は、基本

層序の第3層 よりも砂 を多 く含むこと、染付け碗片が出土 していることから、時期は近世と考えられる。大阪府

教育委員会 による平成8年 度の調査において、中世に造 られた段が検出されていることから、今回検出した段状

遺構は、中世に開発が行われ、中 ・近世 をつうじて耕地として利用されたものと考えられる。

SD-104(図16)

本 遺 構 は、Q-11に お い て検 出 した溝 であ る。規模 は検 出長0.9m、 幅0.3m、 深 さ0.05mで あ る。埋土 はにぶい

黄色(2.5Y6/4)土 混 じり黄灰 色(2.5Y6/1)シ ル トであ る。遺 物 は土師器、須 恵器が 出土 してい る。

SD-102(図16、 図 版2)

本 遺 構 は、P・Q-11、S-13・14、T-14に お い て検 出 した溝 であ る。規模 は検 出長22m、 幅0.3m、 深 さ0.05

mで あ る。埋 土 は黄灰色(2.5Y6/1)シ ル トで ある。 遺物 は須 恵器が 出土 している。

SD-102とSD-104の 方 向は座標北 に対 し、東へ55° 振 り、 ほぼ平行 しているが、両 者の時期差 は不 明であ る。

調査 区5(Q-8)の 第2遺 構 面 で検 出 したSD-2156も そ の方 向性 が ほぼ一致す る。

4.出 土 遺 物

(1)遺 構 出 土 遺 物(図17、 図 版7～9)

1～6はSH-2129(竪 穴住居跡)よ り出土 している。1は 鉢であ り、外面は二次焼成を受けており、調整等

は不明瞭である。2は 有稜高坏の体部である。同一個体である口縁部が出土 しているが、接合できなかった。口

縁部は外上方に長 くのびる形態である。3は 布留式土器甕の底部である。内 ・外面 とも遺存状態が不良のため、

調整は不明瞭である。4は 口縁部が外上方に長 くのびる小型丸底壷の口頸部である。5は 有稜高坏の坏部である。

口縁部はやや外反 しながら外上方へ とのびる。坏部内 ・外面とも遺存状態が不良のため、調整は不明瞭である。

6は 高坏の柱部であ り、遺存状態は不良である。7はP-2131出 土の有稜高坏の坏部である。坏部は直線的に外

上方へ とのびる。坏部内 ・外面 とも遺存状態が不良のため、調整は不明瞭である。8はP-2233よ り出土 した高

坏の柱部であ り、遺存状態は不良である。9はSD-2138よ り出土 した小型丸底壷である。内面調整 はミガキが

施されている。外面調整は不明瞭である。

10はSX-2065、11はSX-2066出 土の須恵器坏身である。たちあが りは内傾 してのび、端部は口縁 より突出す

る。10の 底部はヘ ラ切 り後ナデを施し、底部は丸みをもつ。11の 底部はヘラ切 りの痕跡が残 る。

12・13は 須恵器坏である。12はP-2232出 土であり、体部、口縁部は外方へのびる。13はSK-2244出 土であ り、

体部、口縁部は内弯する。14はP-2224よ り出土した須恵器蓋であ り、天井頂部に宝珠つまみを付す。15はSD-

2008出 土の須恵器蓋である。口縁部は下外方 に下が り、かえり端部は接地し、天井部には凹線をめぐらす。16～

19はSD-2115よ り出土 している。16は 須恵器坏身であ り、体部 ・口縁部は内弯気味に上外方へのびる。底部は

ヘラ切 りの痕跡が残る。17は 須恵器高台付坏であ り、高台は外方へ肥厚する。18は 須恵器高台付壷底部であ り、
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体部内 ・外面はヨコナデを施す。19は 須恵器甕の口縁部から肩部である。肩部は下外方へ張 り出し、外面は平行

叩きののち、カキ 目調整、内面は同心 円叩 きを施す。

20～25は 須恵器高台付坏であ り、高台は外方へ肥厚する。20はP-2223、21はSX-2024、22はSX-2148、23

はSX-2080、24はSX-2048よ り出土 している。25はP-2203出 土の須恵器高台付坏であ り、体部、口縁部 より

外方にのびる。

26-29はSD-2040よ り出土 している。26は 須恵器蓋であ り、天井部はやや丸みをもち、口縁部付近は水平に

ひらき、端部は下方へ屈曲させる。27は 須恵質の釣鐘形の飯蛸壺である。釣手部は粘土を貼 り付 けた後に棒状の

工具を差 し込んで貫通させている。体部内面は釣手部側から螺旋状にヘラケズリを施す。28・29は 土師器甕であ

り、肩の張 らない体部に外面にハケを施す。28の 胎土はやや粗い。29の 口縁端部は外方へつ まみあげてお り、体

部外面には煤が付着する。

30～32は 土師器甕であ り、肩の張 らない体部に外面にハケを施す。30はP-2048出 土であ り、口縁端部は内側

へ折 り曲げている。体部外面に煤が付着する。体部内面はケズリを施す。31はP-2030出 土であ り、口縁部は外

反 してのび、内面には粗い横方向のハケを施す。32はSK-2039出 土であ り、体部外面はハケ、内面はケズリを

行い、口縁部内面は横方向のハケを施す。

33はSX-2016出 土の須恵器広 口壷口縁部である。口縁端部は外方へ肥厚する。34はP-2241よ り出土 した須恵

器広口壼口縁部である。口縁部は外方に肥厚する。

35はSX-2024よ り出土 した土師器坏である。内 ・外面は摩滅 してお り、調整は不明瞭である。36はP-2203よ

り出土した須恵器壺口縁部である。(図 版8)

(2)遺 物 包 含 層 等 出 土 遺 物(図18、 図 版7～9)

37～39は 第5層 より出土 した須恵器である。37は 蓋であり、口縁部は下外方に下が り、かえり端部は接地する。

38・39は 須恵器高台付坏である。38の 高台は貼付けを行い、高台と坏の接合部分の外面は強いヨコナデで仕上げ

る。39の 高台端面は丸 く仕上げる。

40～69は 第4層 より出土している。40・41は 須恵器坏蓋である。頂部には扁平な釦状のつまみが付 く。調整 は

外面がヘラケズリ、内面はナデである。42～50は 須恵器高台付坏である。42・45の 体部 ・口縁部は、外上方への

び、端部は丸 く仕上げる。42・43の 高台は外方に肥厚する。50の 高台は外方に肥厚する。

51～55は 須恵器台付壷であ り、高台はハの字に外傾する端面は丸 く仕上げる。53の 高台は外に張 り出 し、高台

底部にはヘ ラ切 りによると思われる痕跡がみ られる。56は 須恵器坏である。体部 ・口縁部は上外方にのび、口縁

端部は丸い。57・58は 須恵器無蓋高坏の体部である。内 ・外面 ともに摩滅が著 しく、調整は不明瞭である。59は

土師器高坏柱部である。60は 須恵器甕の口縁部であ り、端部は肥厚する。61は 須恵器甕の口縁部であ り、口縁端

部は下方に肥厚する。62・63は 土師質の釣鐘形飯蛸壷であり、摩滅が著 しい。64・65は 土師器甕の口縁部である。

口縁部内 ・外面はナデを施す。64の 口縁端部は上方へつまみ上げる。65の 口縁端面は凹面を成す。体部内 ・外面

はナデ調整 を施す。66は 土師器甕である。口縁部は外反させ器厚は厚い。口縁部内 ・外面はヨコナデ、体部外面.

は指押さえが残る。67・68は 瓦器である。69は 青磁碗である。

70～72は 第3層 よ り出土 しており、70は 須恵器高台付坏、71・72は 青磁である。72は 青磁碗の底部である。内

面見込に陰刻の華文様を施す。73・76・79は 撹乱、74は機械掘削、75・77～79は 調査区の側溝 より出土している。

73～78は 須恵器である。73は 蓋である。天井部はヘラ切 り後、未調整である。口縁部外面には浅い凹線を施す。

74は坏身であ り、たちあが りは短 く内傾する。底部は丸みをもち、ヘラ記号と思われる刻線がみ られる。75・76

は高台付坏である。75の 体部 ・口縁部は、内弯気味に上外方へのび、外反する。高台は外方に肥厚する。76の 体

部 ・口縁部は上外方にのび、端部 を丸 く仕上げる。77は 高台付壷である。78は 須恵器甕口縁部である。甕肩部は

下外方へ張 り出す形態 と思われる。口縁部外面には退化 した凸線を施す。

79は調査区の側溝 より出土 した須恵器壷口縁部である。80は 撹乱出土の須恵器高台付坏である。81は 須恵器壺

の頚部であ り、外面には波状文を施す。(図 版9)
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1～6(SH-2129)、7(P-2131)丶8(P-2233)、9(SD-2138)、10(SX-2065)、11(SX-2066)、12(P-2232)、

13(SK-2244)14(P-2224)15(SD-2008)1619(SD-2115)20(P-2223)21(SX-2024)22(SX-2148),

23(SX-2080)24(P-2048),,:25(P-2203).;26^-29(SD-2040)30(P-2048)31(P-2030)32(SK-2039),

33(SX-2016)34(P-2241)35(SX-2024)

図17遺 構出土遺物
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37～39(第5層)、40～69(第4層)、70～72(第3層)、73・76・79(撹 乱)、74(機 械 掘 削)、75・77・78(側 溝)

図18遺 物包含層等 出土遺物

一30一



第4章 ま とめ

麻生中下代遺跡の調査では多 くの遺構を検出しているが、今回の調査地については、府営住宅等の水道管やガ

ス管等の埋設物により撹乱を受けてお り、 とくに調査地の東側は遺構の残存状況は良 くない。今回の調査 におい

て検出した主な遺構は古墳時代、飛鳥 ・奈良時代、中世に属する。

弥生時代

今回の調査においては、明確な弥生時代の遺構 は認められなかった。調査区2の 南部と調査区6の 南部より弥

生時代の土器片等が数点出土 している。弥生土器片は中世の遺物包含層から出土 している。弥生土器が出土 して

いるこれらの地区は、本調査地の南部にあたり地形的には調査地北部 と比較して高所に位置する。弥生時代の遺

物包含層が存在 していた可能性があ り、後世の開発 によって削平されたと考えられる。

古墳時代

調査区1に おいて5世 紀前半の竪穴住居跡1棟 を検出した。本遺跡においては、古墳時代の居住跡は確認され

ていない。この住居跡は、炉状施設を備えている。竪穴住居跡以外での当該期の遺構 としては、調査区4に おい

て検出した南北方向の溝SD-2138で あ り、埋土内より小形鉢が出土 している。

古墳時代の遺物包含層は、おそ らく後世の開発による削平等を受けたと考えられ、検出できなかったことか ら、

当該期の集落範囲については不明である。

また調査区3に おいて検出 した土坑(SX-2006・2015・2016・2018)は 、時期を判断で きる遺物は出土 して

いないが、飛鳥 ・奈良時代以降と考えられる土坑、柱穴等の遺構埋土の様相と比 して異 なることから、 これ らの

土坑を古墳時代の遺構 と判断した。これらの土坑の性格については不明であるが、埋土の状況から人為的に埋 め

戻 されたものと考えられる。

飛鳥時代

調査 区2南 部 ・調査区3に おいて飛鳥時代 と考えられる遺構を検出している。当該期の遺構は、調査区2南 部

において、不定形土坑SX-2079を 、調査区3に おいては、南東 一北西方向の溝SD-2008、 土坑SK-2244、 不定

形土坑SX-2065・2066等 を検出 している。中世の遺物包含層 に混入する当該期の遺物量は、8世 紀以降の遺物

量 と比 して非常に少ない。遺構の検出数や遺物の出土量から、本調査地における集落の最盛期が、奈良時代であ

ると推測される。

奈良時代

今回の調査では、掘立柱建物跡を構成 していた と考えられる柱穴を調査区1～6に おいて、100基 以上検出 し

ている。特に調査区3の 中央部において柱穴が集中していた。建物の復元には至 らなかったが、柱穴列.(柱 穴列

1～3)を 確認することができた。

これ ら柱穴や柱穴列は、切 り合い関係や府教委の調査成果により数時期にかけて建て替えが行われていた と推

測 される。検出した柱穴の掘方(平 面形状 ・規模)は3種 類に大別でき、それが建物の時期差に反映しているも

のと考えられる。

調査区1で 検出した方形掘方の柱穴(P-2131・2132)は 、掘立柱建物跡のなかで古い段階のものである と考

えられる。これらの柱穴は、古墳時代の竪穴住居跡 と切 り合い関係にある。また溝SD-2133と 切 り合い関係に

ある柱穴も同m物 を構成 していた可能性がある。方形掘方の柱穴は、調査区1以 外では、調査区3の 柱穴列(P

-2030・2225・2203)が 当該期にあたるものと考えられる。

方形掘方の柱穴よりも新 しい柱穴は、直径0.3～0.5mの 円形掘方の柱穴であると考 えられる。埋土は黒褐色土

を主体 とする。柱穴列ではP-2251・2243・2202で ある。これら柱穴は調査区1、 調査区3の 中央部を中心に数

多 く確認できることか ら、さらに数時期に細分できる可能性がある。あまり時期差なく建て替えが行われている

ものと考えられる。

今回の調査で、当該期の新 しい段階の柱穴 としては、直径0.3～0.4mの 円形掘方の柱穴であると考えられる。
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埋土は黄褐色土を主体 とする。柱穴列ではP-2045・2052・2055で ある。これらの柱穴は調査区1～6に かけて

比較的広範囲に散在するが、直径0.3～0.5mの 柱穴 と比 して検出数、密度 に差がみ られる。直径0.3～0.5mの 柱穴

が調査区3を 中心に集中的にみ られ、複数回の建て替えが行われているのに対 し、直径0.3～0.4mの 柱穴は、調

査区3に おいて切 り合い関係が認められるものの、直径0.3～0.5mの 柱穴で構成され る建物ほどの建て替えは行

われていないと推測 される。 このことか ら、掘立柱建物で構成された集落は、ある一定のまとま りをもちながら

集落域 を拡大 してきた。その後、建物は比較的広範囲にわたるものの、建て替えを行 う建物 も減少し、数棟の小

さなグループへ と変遷 していくものと考えられる。

平安時代から中世

耕地化がすすむのは、平安時代以降である。今回の調査では、基本層序の第5層 が当該期の遺物包含層にあた

ると考えられる。

本調査地における平安時代の遺構 としては、調査 区3で 検出したSX-2040で ある。この遺構 は、北西 一南東

方向に設け られた溝 と考えられる。この溝の底部か らは掘立柱建物跡の柱穴と考えられる土坑を検出 しているこ

とから、これまでの居住地に溝 を設けて耕地へと開発が行われたものと考えられる。平安時代以降は居住地から

耕地へ と土地利用が変化 した。

中世の遺構 としては、耕地に伴 う溝を数条検出 しており、溝の方向は3種 類に大別で きる。北西一南東方向の

溝は、調査区2のSD-2096・SD-2094で ある。南北方向の溝は、調査区2のSD-2095、 調査区1のSD-2133、

東西方向はSD-2156で ある。調査区2に おいては、SD-2094とSD-2095、SD-2094とSD-2096が それぞれ切

り合い関係にあ り、SD-2095をSD-2094が 切ってお り、この切 り合い関係により南北方向か ら北西 一南東方向

へ と溝の方向が変化 している。さらに第2遺 構面で検出 したSD-2094・2096の 方向は、第1遺 構面で検出した

SD-107に おいてもその方向性を継承 している。SD-107の 位置については、SD-2096の 位置 よりもやや北東方

向に移設されている。調査区1で は、南北方向のSD-2133と 東西方向のSD-113、SD-109と 切 り合い関係 にあ

り、南北方向のSD-2133の 方が古 い。調査区4・5に おいては、東西方向の溝の位置が変化 している。第2遺

構面で検出 したSD-2156は 調査区5に おいて検出してお り、第1遺 構面で検出したSD-102・104は 東西方向を

とりつつも、その位置は南へ と移設されている。溝の方向性について遺構の切 り合い関係か ら、南北方向をとる

ものが古い段階に設けられた可能性がある。鋤溝については、各調査区においてその方向が異なることについて

は、耕地の区画や時期の違いによるものと推測される。

今回の調査では、調査区1で 遺構の変遷 を示す資料を得 ることができた。掘立柱建物跡を構成 した柱穴 は、竪

穴住居跡とSD-2133と 切 り合い関係にあ り、竪穴住居跡→掘立柱建物跡→SD-2133の 順 に変遷 していたことを

確認した。過去の調査事例 と考え合わせると、5世 紀前半には竪穴住居を主体 とする集落が形成 され、飛鳥時代

後半以降は、これまでの竪穴住居か ら掘立柱建物へ と移行 し、数時期 にわたり建て替えが行われてお り、集落は

飛鳥時代か ら奈良時代にかけて営 まれていたと考えられる。

麻生中下代遺跡の検 出遺構の変遷

本遺跡は、府営半田住宅の改築工事に伴い、大阪府教育委員会により平成8年 度、平成12年 度において発掘調

査が行われてお り、今回の調査成果を含めで整理 してみたい。

弥生時代

本遺跡内における居住痕跡は、弥生中期 を初現 とする。大阪府教育委員会(以 下、府教委 とする)に よる平成

12年度の調査区において、微高地に立地する竪穴住居跡1棟 と土坑、小穴を検出している。時期は出土遺物より

弥生中期の中葉～後半(第3様 式古 ・新段階)と 考えられている。竪穴住居跡は、直径約8mの 円形 を呈 し、周

壁下に幅1.8m、 深さ3～10cmの 溝がめ ぐる。住居の中心部には楕円形の炉跡が検出されている。直径約6mの

竪穴住居跡はあまり時期差なく直径8mの 規模 に建て替えられている。

本調査地においては、土器が出土 した調査区2・6の 南部は、府教委による平成12年 度の調査区より続 く微高

地上にあたるものと推測 され、弥生時代の遺物包含層が古代や中世の開発によって削平を受けた可能性がある。
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調査区2・6の 南部の地形は北西方向にむかって緩やかに傾斜 しており、微高地よりも低い地形(本 調査区の北

西部)に おいては、土器の出土量は減少傾向にあ り、本調査 区では、弥生時代の居住域が存在 した可能性は低い

と推測 される。

古墳時代

府教委の発掘調査における古墳時代の遺構については、須恵器が多数出土した土坑、不定形土坑、溝等が検出

されている。居住痕跡等は認められず、本遺跡における古墳時代の活動は低調であったと想定 していたが、本調

査区北部(調 査区1)に おいて5世 紀前半の竪穴住居跡を確認することができ、古墳時代の住居群が本遺跡の北

西部を中心 に形成 されていた可能性を示すもの となった。古墳時代の集落は、微高地上に形成されていた弥生中

期の集落とは異な り、本調査区の北西部に位置する。集落については、竪穴住居跡1棟 のみの検出であ り、後世

の削平や撹乱 により遺物包含層が失われているためか、中世の遺物包含層にも当該期の遺物が混入 していないこ

とか ら、居住域はつかめていない。古墳時代 と推定 される土坑や溝が数基検出されていることか ら、小規模 な集

落が散在的に形成されていた可能性がある。

飛鳥時代

府教委の平成8年 度の調査 においては、方形竪穴住居9棟 、溝、土坑等が検出されている。竪穴住居跡は一辺

4.5m～6mの 方形を呈 し、竃 を有す る。竪穴住居跡 には切 り合い関係が認め られる。さらに道路に伴 う2条 の

側溝が検出されている。平成12年 度の調査においては、竪穴住居跡、土坑、溝が検出されている。竪穴住居跡は

4棟 検出されてお り、一辺3.2m～4mの 方形を呈 し、竃を有するものと無いものが存在する。

本遺跡の南東側 においては、住居、土坑などが一定のまとまりをもって分布 しており、 これらの成果により居

住区域の単位 を想定されている。住居のまとまりと区画性 をもつ溝に注 目し、大 きく3箇 所に分け られている。

これらの住居群は3～4棟 で構成されたと想定され、数棟の竪穴住居跡で重複関係が確認 されている。 またこれ

らの住居には、竃 を有するものと無いものが存在することか ら、住居の機能、役割が異なる可能性が指摘されて

いる。

今回の調査区においては、当該期の竪穴住居跡 を確認することはできなかったことか ら、本遺跡の北西部は当

該期の遺構 は減少傾向であると判断され、飛鳥期の集落範囲は本調査区域には広がらない可能性がある。また平

成8年 度の府教委の調査で検出された竪穴住居跡について、瓦質の移動式竃の出土等により秦寺の造営にかかわ

った工人との関連 を指摘されてお り、これ ら住居群の範囲は北西に位置する本調査区では検出していないことか

ら、秦寺の推定域の微高地上にその居住域が形成されていたと考えられる。

奈良時代

府教委の調査では、掘立柱建物 を16棟以上検出している。 これ らの建物は、3問 ×2問 を基本 とし、桁行方向

は東西、南北方向とい くつかの方向のものが存在する。柱穴の重複か ら3回 の建て替えが想定されている。柱穴

には0.7～1mの 方形掘方のものとより小 さい円形掘方のものの2種 類、円形の柱穴は時代 を経るごとに小型化

する傾向にあるという。2条 の道路側溝 をもつ南北方向の道路が検出されており、この両側に建物は主軸を揃え

て建てられていた。 さらに東西方向にのびる段が検出されている。この段は地山を削 り出して造 られてお り、こ

の南側において瓦溜ま りが検出されている。この段は、秦廃寺の寺域の南縁 と推測 されている。

今回の調査においては、柱穴群を検出したが、掘立柱建物跡 を復元するには至 らなかった。東西方向と南北方

向の柱穴列 を確認 してお り、東西方向と南北方向に主軸をもつ掘立柱建物が存在 していた可能性がある。

また今回の調査においては、秦廃寺 との関連がある瓦は、数点の出土にとどまり、出土した瓦はいずれも平瓦

片であ り、軒丸 ・平瓦は出土 していない。 このことか ら、秦廃寺跡の推定地 より約100m西 に位置する本調査区

においては、寺院周辺に営 まれた集落が広がっていたものと考えられる。

参考

大阪府教育委員会 『秦廃寺跡 ・麻生中下代遺跡発掘調査概要』 一府営半田住宅建設に伴 う発掘調査一1997.3

大阪府教育委員会 『麻生中下代』 大阪府埋蔵文化財調査報告1999-92000.3
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23分

2003

0609^-1010

2,550 宅地造成

ふ り が な

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

あそなかしもだいいせ き

麻生中下代遺跡 集落跡 古墳時代

奈良、平安時代

中世

竪穴住居跡

掘立柱建物跡

土抗、溝、鋤溝

サヌカイ ト片

弥生土器

土師器

須恵器

瓦器

陶磁器
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航
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調査区全景
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検
出
遺
構

1.調 査 区3 第1遺 構面完掘状況 (南西 より)

2.調 査区4第1遺 構 面完掘状 況 (東 よ り)
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検
出
遺
構

1.調 査区1・2第2遺 構面 完掘 状況 (北西 よ り)

2.調 査区2第2遺 構面完掘状況 (北西 よ り)
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検
出
遺
構

1.調 査 区3第2遺 構 面完掘 状況 (東よ り)

2.調 査 区3柱 穴 列2完 掘 状況 (北よ り)
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検
出
遺
構

1.竪 穴住居跡遺物出土状況 (南 東 よ り)

2.竪 穴住居跡完掘状況 (北 よ り)
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検
出
遺
構

1.竪 穴住居 跡 土坑(炉)断 面 状況(北 西 よ り)

2.竪 穴住居跡 土坑(炉)内 土器出土状況 (北 よ り)
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3:(SH-2129),8:(P-2233),10:(SX-2065),16・19:(SD-2115),20:(P-2223)

27:(SD-2040)、30:(P-2048)、63:(第4層)
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出
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遺
物

4・5(SH-2129),7:(P-2131),12:(P-2232),14:(P-2224),20:(P-2223)

29:(SD-2040),31:(P-2030),32:(SK-2039),36:(P-2203)
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出
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遺
物

11:(SX-2066)、21:(SX-2024)丶24:(P-2048)、26:(SD-2040)

35:(SX-2204)、73・80(撹 乱)、74:(機 械 掘 削)、78・79:(側 溝)、81:(第4層)
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